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令和3年12月定例会

9月3月 6月 12月

目次
02. 「SDGs」を意識した新しい生活様式
04. 屋内温水プール視察
　　常任委員会議案質疑
　　・リサイクルでごみの減量化　ほか
06.３回目の接種に向けて　ほか
07. 一般質問目次
　　・自治区へのさらなる支援を
　　・町民のためのコミュバスに　ほか
08. 大足地区に大気測定局
15. 災害時行動マニュアル・ICT化
16. はやぶさ模型に夢のせて

やややややややや さ ルルルルモデルモモモデデデデデデデモモモモモ ルルルルルルルルルルルル
ふるさとにタッチダウン
はやぶさⅡ武豊モデル
ふるさとにタッチダウン
はやぶさⅡ武豊モデル
（P.16に関連記事あり）
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　12月議会中に「5万円分の現金と5万円分のクーポン支給」から「10万円分の現金一括支給」へ変更
となりました。変更になったことで33万8000円の事務費が追加となりました。
　子育て世帯への給付金　7億3200万円
　　・1人10万円　7320人分
　事務費　548万9000円
　　・システム改修委託料	 319万円	 ・通信運搬費	 82万8000円
　　・職員の時間外勤務手当	 60万円	 ・口座振込手数料	 55万円
　　・消耗品費	 7万4000円	 ・振込組戻手数料	 2万7000円
　　・印刷製本費	 22万円
＊武豊町から令和3年9月分の児童手当を受給してみえる方（但し、特例給付者および公務員を除く）は
　年内給付となったため、議会最終日12月17日に変更通知を郵送しました。

高校生までに 10万円支給！

非課税世帯等に 10万円支給！

結果はマイナポータルから！

子育て世帯への臨時特別給付金給付事業費
7億 3748万 9000円

全額国から補助

住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金給付事業費
3億 6061万 1000円

全額国から補助

　住民税非課税世帯等に対する給付金　3億4600万円
　　・1世帯10万円　3460世帯分
　事務費　1461万1000円
　　・給付に関する事務作業3名分	 216万4000円	 ・消耗品費	 11万円
　　・通勤手当	 10万1000円	 ・印刷製本費	 23万8000円
　　・職員の時間外勤務手当	 510万4000円	 ・通信運搬費	 108万5000円
　　・システム改修委託料	 535万5000円	 ・口座振込手数料	 38万1000円
　　・専用電話の回線工事	 5万9000円	 ・振込組戻手数料	 1万4000円

　がん検診、肝炎ウイルス検診、歯周疾患検診の情報連携に関するシステムを改修することに
より、健（検）診結果を、マイナンバー制度と情報連携します。また、市町村をまたぐ転居時に
健（検）診結果などを市町村間で引き継がれるしくみの構築と、個人がマイナポータルを閲覧
し、結果を確認することができるようになる予定です。

システム改修委託料は対象者が異なる
たびに事務費に計上されます。日本全
体だといくらになるのでしょう。　　

「SDGs」を意識した新しい　生活様式は感染症対策とともに
子ども

生　活

健　康

健康かるてシステム電算業務委託料　423万 5000円
町負担 57％ 国補助金 43％
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議
案
質
疑

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

リ
サ
イ
ク
ル
処
理
、
紙
類
リ

サ
イ
ク
ル
処
理
、
生
ご
み
堆

肥
処
理
容
器
設
置
、
い
ず
れ

も
、
増
額
の
要
因
は
。

今
年
度
か
ら
開
始
し
た
ご
み

処
理
有
料
化
に
よ
り
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
ご
み
減
量
に
対

す
る
関
心
や
意
識
が
高
ま
り
、

分
別
・
資
源
化
が
進
ん
だ
こ

と
に
よ
る
も
の
と
推
察
し
て

い
ま
す
。

可
燃
ご
み
は
ど
の
程
度
の
減

少
効
果
が
あ
っ
た
の
か
。

可
燃
ご
み
は
、
４
月
か
ら
10

月
ま
で
の
対
前
年
度
比
で
、

６
３
０
ｔ
の
減
少
と
な
っ
て

い
ま
す
。

AA QQ

ゴミ減量目標達成！

「SDGs」を意識した新しい　生活様式は感染症対策とともに

他の質疑は P5 の
建設経済委員会を
見てね
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平成29 年 10 月から
紙類資源化が始まる

令和 3 年 4 月から
ごみ処理有料化

可燃ゴミ プラ製容器包装・紙製容器包装紙類計

＊見込み

資源物処理量の推移

令和2年度の実績
生ごみ堆肥化容器設置補助金
　26万4000円
　◎年度当初予算は
　　生ごみ処理機6基
　　生ごみ処理容器12基
　◎9月補正
　　生ごみ処理機20基
　◎12月補正
　　生ごみ処理機33基
　　生ごみ処理容器33基

プラスチック製容器包装リサイクル処理委託料　430万9000円
紙類リサイクル処理委託料　143万円
生ごみ堆肥化容器設置補助金　45万3000円

　ごみの減量について、平成26年度比で約1380ｔの減少となり、目標の1000ｔの
減量は達成見込みです。
　ごみの減量は町民の皆さんのごみの分別・減量意識が高まったためと思われます。
議会もペーパーレス化を目的に、タブレットの導入に向けて検討を始めています。
（P15		ICTプロジェクトチーム発足記事あり）

生　活

当初予算　2億 348万 3000円
補正額　省資源対策事業費　619万 2000円

令和3年度
生ごみ堆肥化容器設置補助金
　45万3000円
　◯生ごみ処理容器
　　実績33基、見込31基
　◯生ごみ処理機
　　実績28基、見込24基
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令
和
３
年
度
武
豊
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

２
つ
の
理
由
で
給
付
費
が
増
加

障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
の
増
額
の
主

な
要
因
は
。

要
因
の
う
ち
、
一
つ
目
は
、
介
護
訓
練

等
給
付
費
の
増
加
に
よ
る
も
の
。
今
年

４
月
、
新
た
に
、
生
活
介
護
と
就
労
継
続
支

援
Ｂ
型
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
所
が

開
所
し
、
今
年
上
半
期
で
新
た
に
12
人
が
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
を
開
始
し
た
た
め
、
給
付
費

の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
二
つ
目
は
、

補
装
具
費
の
増
加
に
よ
る
も
の
。
国
の
定
め

る
算
定
基
準
が
上
が
っ
た
こ
と
に
加
え
、
高

額
な
補
装
具
の
購
入
の
申
請
が
多
い
傾
向
に

あ
り
、
給
付
費
が
増
加
し
た
。

武
豊
町
屋
内
温
水
プ
ー
ル
の

指
定
管
理
者
の
指
定

安
定
的
な
運
営
を
目
指
し
て

指
定
期
間
が
15
年
間
は
長
す
ぎ
る
。
運

営
の
実
態
が
変
化
し
て
く
る
と
契
約
と

か
け
離
れ
て
く
る
と
思
う
が
ど
う
対
応
す
る

の
か
。今

回
の
事
業
は
、維
持
管
理・運
営
業
務

を
長
期
的
に
委
託
す
る
こ
と
で
、
安
定

的
な
事
業
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、

指
定
管
理
期
間
を
15
年
と
設
定
し
て
い
る
。

　
当
初
の
事
業
内
容
と
実
態
の
相
違
が
生
じ

た
場
合
に
は
、
事
業
内
容
な
ど
の
変
更
に
つ

い
て
、
町
が
指
定
管
理
者
と
協
議
を
行
い
、

事
業
内
容
を
見
直
す
な
ど
適
切
に
対
応
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

　
多
く
の
皆
さ
ま

に
施
設
を
ご
利
用

し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
努
め
た
い
。

委
員
会
付
託
８
件　
可
決

文
教
厚
生
委
員
会

Q

Q

A

A

常
任
委
員
会
議
案
質
疑

～ 

こ
ん
な
こ
と
聞
き
ま
し
た 

～

　
12
月
14
日
、
文
教
厚
生
委
員
６

人
始
め
、
議
員
15
人
が
武
豊
町
屋

内
温
水
プ
ー
ル
の
視
察
を
行
い
ま

し
た
。

学
校
プ
ー
ル
用
特
別
仕
様
！

　
送
迎
用
バ
ス
が
発
着
す
る
場
所

で
す
。

　
学
校
プ
ー
ル
授
業
時
に
は
可
動

式
の
仕
切
り
を
し
ま
す
。

　
子
ど
も
用
プ
ー
ル
は
電
動
昇
降

式
の
床
で
深
さ
を
調
整
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
か
し
た
運
営
を
！

　
こ
の
施
設
に
は
Ｄ
Ｂ
Ｏ
手
法
を

選
択
し
ま
し
た
。
Ｄ
Ｂ
Ｏ
と
は
、

公
共
施
設
な
ど
の
設
計
・
建
設
・

維
持
管
理
お
よ
び
運
営
に
、
民
間

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
公
共
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
民
間
主
導
で
行

う
こ
と
で
す
。

　
委
員
会
で
は
、
効
率
的
か
つ
効

果
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
期
待

し
、
事
業
効
果
の
高
い
施
設
に
な

る
よ
う
、
利
用
者
の
意
見
を
拝
聴

し
な
が
ら
、
適
切
な
評
価
・
意
見

を
し
て
い
き
ま
す
。

文教厚生委員会
4月オープン武豊町屋内温水プール

文教厚生委員会
4月オープン武豊町屋内温水プール 視察

報告
視察
報告
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電
動
バ
ス
は
令
和
４
年
度
か
ら

電
動
バ
ス
に
つ
い
て
、
令
和
３
年
度
か

ら
令
和
４
年
度
に
購
入
時
期
を
延
期
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
延
期
し
て
も
自
動
車
環

境
総
合
改
善
対
策
費
補
助
金
の
適
用
は
あ
る

の
か
。こ

の
自
動
車
環
境
総
合
改
善
対
策
費
補

助
金
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
も
実
施
さ

れ
る
予
定
と
聞
い
て
い
る
の
で
、
引
き
続
き

活
用
し
て
い
く
。

本
来
な
ら
今
年
度
入
れ
替
え
予
定
の
電

動
バ
ス
が
来
年
度
と
な
っ
て
、
現
状
の

バ
ス
は
問
題
な
い
の
か
。

バ
ス
の
入
れ
替
え
は
来
年
度
と
な
る

が
、
現
行
の
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
運
行

上
特
に
支
障
は
な
い
。

委
員
会
付
託
１
件　
可
決

リ
サ
イ
ク
ル
で
ご
み
の
減
量
化

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク

ル
処
理
、
紙
類
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
、
生

ご
み
堆
肥
化
容
器
設
置
補
助
金
の
現
在
ま
で

の
実
績
と
今
後
の
見
込
み
は
。

４
月
か
ら
10
月
ま
で
の
実
績
と
今
後
の

見
込
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
は
、
実
績
２
９
７
ｔ
、
見
込

２
５
３
ｔ
で
あ
る
。
紙
類
の
リ
サ
イ
ク
ル

は
、
実
績
１
９
０
ｔ
、
見
込
１
６
０
ｔ
で
あ

る
。
生
ご
み
堆
肥
化
容
器
設
置
補
助
金
の
う

ち
、
生
ご
み
処
理
容
器
は
、
実
績
33
基
、
見

込
31
基
、生
ご
み
処
理
機
は
、実
績
は
28
基
、

見
込
24
基
で
あ
る
。

委
員
会
付
託
３
件　
可
決

総
務
企
画
委
員
会

建
設
経
済
委
員
会

Q Q

Q

A A

A

会　派　名 みらい きずな 政和クラブ 日本共産
党議員団

公明党
議員団

無会
派

令和３年
第５回臨時会
第４回定例会

久
野　
　
勇

櫻
井　
雅
美

福
本　
貴
久

森
田　
義
弘

青
木　
宏
和

青
木　
信
哉

鈴
木　
一
也

石
原　
壽
朗

南　
　
賢
治

石
川　
義
治

大
岩　
　
保

野
田　
佳
延

梶
田　
　
進

鳥
居　
美
和

甲
斐
百
合
子

本
村　
　
強

採
決
結
果

第
５
回

臨
時
会 令和３年度武豊町一般会計補正予算（第６号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　
　
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

第
４
回
定
例
会

令和３年度武豊町一般会計補正予算（第７号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

令和３年度武豊町一般会計補正予算（第 8 号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
令和３年度武豊町国民健康保険事業特別会計
補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

令和３年度武豊町水道事業会計補正予算（第１号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

令和３年度武豊町下水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

武豊町国民健康保険条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
武豊町屋内温水プールの設置及び管理に関す
る条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

武豊町営プールの設置及び管理に関する条例
の廃止について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

武豊町立図書館の指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
武豊町屋内温水プールの指定管理者の指定に
ついて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

令和３年度武豊町一般会計補正予算（第９号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

主な採決結果 　○：賛成　×：反対　－：欠席　議長は採決に加わりません。

▲現行のコミュニティバス

▲生ごみ処理容器（コンポスト）
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一般質問

13 議員が質問

6

令和３年 第５回臨時会　11月２日（火）

・時間外勤務手当	 80万円
・消耗品費	 5万2000円
・印刷製本費	 1万2000円
・通信運搬費	 13万5000円
・口座振込手数料等	 2万1000円
・中小企業者等事業者支援交付金	 2625万円

特殊詐欺防止装置購入費補助金
　65歳以上の方がみえる世帯を対象に購入費の1/2で上限5000円を支給。50名分を予定している。迷
惑電話による高齢者への被害を未然に防止し、11月から特殊詐欺防止装置購入費の一部を補助する制度
を開始しました。
　
対象となる装置
　①特殊詐欺対策電話機
　　通話録音警告機と同等の機能
　②通話録音警告機
　　着信時に通話内容を録音することを自動で相手に伝え、
　　通話内容を録音
　③着信拒否装置
　　サーバーに登録された迷惑電話からの着信を自動で判別し着信拒否

・時間外勤務手当	 22万円
・予防接種事業報償金	 37万円
・消耗品費	 22万6000円
・印刷製本費	 44万4000円
・通信運搬費	 144万5000円
・予防接種審査支払手数料	 144万円
・健康かるてシステム電算委託ネット	 82万5000円
・個別接種委託料	 3131万2000円

中小企業者などを支援！

特殊詐欺の被害を減らそう！

3回目の接種に向けて！

中小企業者等事業者支援交付金交付事業費　2727万円

防犯対策事業費　25万円

新型コロナウイルスワクチン接種事業費　3628万 2000円

対　　象　　者　6月末までに接種した
　　　　　　　1万 1200人
　　　　　　　医療従事者、高齢者
予約開始時期　12月 24日
接種開始時期　令和 4年 1月 17日

経　済

防　犯

医　療

交付額
令和3年7月から9月の各月の売上額と令和元年または
令和2年の同月の売上額を比較して10％以上30％未満
減少している令和3年の売上減少額（百円未満は切捨て）
１カ月当たりの上限額
　中 小 法 人 等：10万円
　個人事業者等： ５万円

町負担 35％ 国補助金 65％



一般質問

13 議員が質問

7

ページ 質問者（登壇順） 質　問　事　項 担当部

会　
派　
代　
表

8
きずな
青 木 信 哉

Q 	自治区へのさらなる支援を	 A 	負担軽減と新たな支援策実施
・区への支援

9

みらい
櫻 井 雅 美

Q 	保育園ICT導入はいつから	 A 	令和４年度中に試用開始
・保育園ICT導入

政和クラブ
石 川 義 治

Q 	移転計画への理解を	 A 	説明する機会を設けたい
・消防団第1南分団詰所の移転計画　・ネーミングライツ事業

10

公明党議員団
鳥 居 美 和

Q 	コロナ禍の住民生活へ支援は	 A 	地域のため「絆予算」を計上
・ウィズコロナの住民生活

日本共産党議員団
梶 田 　 進

Q 	中学生男女共用制服に変更を	 A 	子どもの声を配慮し検討
・SDGs（持続可能な開発目標）

個　
人　
質　
問

11
森 田 義 弘 Q 	児童虐待防止対策は	 A 	新たな体制づくりを図る

・本町における児童虐待防止対策

久 野 　 勇 Q 	脱炭素社会の取り組み姿勢は	 A 	できる事から即実施する
・カーボンニュートラル

12
福 本 貴 久 Q 	再生可能エネルギーと共存を	 A 	条例制定の調査研究をする

・再生可能エネルギーと共存するために

南 　 賢 治 Q 	屋内温水プールの特徴は	 A 	多くの町民に利用される施設
・武豊町屋内温水プール

13
本 村 　 強 Q 	町温暖化対策の取り組みは	 A 	現在　実行計画を策定中

・本町の温暖化対策の取り組み

鈴 木 一 也 Q 	ひきこもりに更なる支援を	 A 	必要な支援体制整備を進める
・ひきこもり支援

14
甲斐百合子 Q 	町民のためのコミュバスに	 A 	生活の足を考える会と検討

・コミュニティバスと町民の生活の足の確保

野 田 佳 延 Q 	核兵器禁止条約署名に支援を	 A 	支援する予定はない
・平和行政　・武豊町ゼロカーボンシティー

総 総務部 企 企画部 福 健康福祉部 経 生活経済部 建 建設部 教 教育部

一般質問とは、議員が町の行財政全般に対し、疑問点を質問し確かめることです。
新型コロナウイルス感染症対策として、12 月の一般質問の再々質問は後日書面にて行いました。
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総

福

総

総

総

教

福

経

教

経

教

教

総 福
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トピックス
●区（自治会）とは
町と連携しながら、地域問題の解決や、住民相互の親睦を深める活動などを行い、住みよい社会づくりを
進めています。

自
治
区
へ
の
さ
ら
な
る
支
援
を

区
へ
の
加
入
率
の
低
下
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

自
治
会
は
災
害
時
の
み
な
ら

ず
、
高
齢
化
や
孤
独
死
、
防

犯
な
ど
地
域
の
様
々
な
課
題
に
対
し
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
区
へ
の

加
入
率
を
上
げ
て
い
く
こ
と
は
重
要
な

課
題
で
あ
る
。

区
長
や
区
役
員
の
な
り
手
不
足
な

ど
へ
の
町
の
認
識
と
協
力
体
制

は
。

担
い
手
不
足
の
解
消
の
一
助

と
な
る
よ
う
委
託
料
や
補
助

金
な
ど
の
見
直
し
、
回
覧
数
や
役
場
行

事
な
ど
へ
の
出
席
依
頼
の
精
査
を
し
て

区
長
へ
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

令
和
３
年
度
新
た
に
取
り
組
ん
だ

支
援
策
は
何
か
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
地
域
の
絆
、

組
織
作
り
へ
の
支
援
と
し
て

役
場
委
託
料
に
お
け
る
世
帯
割
額
の
拡

充
、
資
源
用
指
定
袋
を
区
加
入
者
世
帯

へ
配
布
、
ご
み
処
理
有
料
化
に
伴
う
歳

入
の
一
部
を
活
用
し
た
ご
み
集
積
所
の

管
理
活
動
報
償
金
の
創
設
に
よ
り
18
区

へ
合
計
１
４
０
万
４
千
円
を
交
付
し
て

い
る
。区

を
支
援
す
る
職
員
の
任
命
は
考

え
て
い
る
か
。

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な

い
。
総
合
的
な
窓
口
と
し
て

は
総
務
課
で
対
応
し
各
課
へ
の
案
内
を

し
て
い
る
。

Q

Q

Q Q A

A

A A

▲区民が管理するごみ集積所

　　総務部　　健康福祉部　　建設部
　　企画部　　生活経済部　　教育部
総 福 建
企 経 教

Q 

自
治
区
へ
の
さ
ら
な
る
支
援
を

Ａ 

負
担
軽
減
と
新
た
な
支
援
策
実
施

き
ず
な　

青
木　
信
哉

町長 総

総

総

&Q A その後どうなった？
　
　
大
気
汚
染
測
定
局
は
、

　
　
住
民
の
健
康
お
よ
び
生

活
環
境
の
保
全
の
た
め
、
大

気
汚
染
防
止
対
策
や
安
心
・

安
全
な
生
活
環
境
を
維
持
す

る
上
で
重
要
な
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。
大
気
測
定
局
設

置
の
必
要
性
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
判
断
を
さ
れ
て
い
る

か
。

　　
　
新
た
な
大
気
環
境
測
定

　
　
局
の
設
置
は
、
大
気
の

状
況
を
継
続
か
つ
常
時
測
定

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
住

民
の
安
全
で
安
心
な
生
活
環

境
を
維
持
す
る
上
で
重
要
な

施
設
で
あ
り
、
必
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
知
多
南

部
広
域
環
境
セ
ン
タ
ー
が
供

用
開
始
す
る
令
和
４
年
４
月

に
合
わ
せ
、
大
足
地
区
に
新

た
な
測
定
局
の
設
置
を
計
画

し
て
い
る
。
測
定
項
目
は
、

現
在
、
本
町
が
設
置
し
て
い

る
他
の
測
定
局
と
同
じ
項
目

を
測
定
す
る
予
定
。

（
令
和
２
年
９
月
議
会
）

　
新
し
い
大
気
汚
染
測
定
局

は
、
知
多
南
部
広
域
環
境
セ

ン
タ
ー
が
令
和
４
年
１
月
か

ら
の
試
運
転
開
始
に
合
わ
せ

令
和
３
年
12
月
末
か
ら
稼
働

す
る
。

大足地区に大気測定局設置

QA

そ
の
後
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保
育
園
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
に
つ
い

て
、
令
和
２
年
９
月
議
会
で
「
令
和
５

年
の
電
算
シ
ス
テ
ム
リ
プ
レ
ー
ス
に
合

わ
せ
、
保
育
業
務
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
検
討
を
続
け
る
」
と
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。導

入
に
向
け
て
の
具
体
的
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

令
和
４
年
度
中
に
、
保
育
シ

ス
テ
ム
導
入
準
備
と
し
て
、

各
保
育
園
に
無
線
環
境
な
ど
の
整
備
を

し
ま
す
。

　

実
際
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
稼
働

し
、
シ
ス
テ
ム
を
操
作
す
る
な
ど
、
運

用
開
始
を
よ
り
円
滑
に
行
う
た
め
の
試

用
期
間
を
設
け
た
い
。
ま
た
、
シ
ス
テ

ム
に
関
す
る
情
報
発
信
や
操
作
の
方
法

な
ど
に
つ
い
て
、
保
護
者
の
方
々
に
対

し
て
周
知
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

導
入
を
検
討
し
て
い
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

ツ
ー
ル
は
。

大
き
く
分
け
て
４
つ
の
機
能

を
想
定
し
て
い
ま
す
。

①
保
育
園
備
え
付
け
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
に
よ
り
、
園
児
の
登
降
園
の
時
間
を

管
理
で
き
る
。

②
保
護
者
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か

ら
、
保
育
園
へ
欠
席
・
遅
刻
・
お
迎
え

時
間
な
ど
を
連
絡
で
き
る
。

③
園
児
の
身
体
状
況
、
家
庭
環
境
な
ど

個
人
情
報
を
管
理
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

④
保
育
士
業
務
で
負
担
の
大
き
い
帳
票

作
成
を
シ
ス
テ
ム
上
で
行
う
こ
と
が
で

き
、
他
の
帳
票
か
ら
必
要
な
項
目
が
自

動
で
連
携
も
可
能
と
な
る
。

　
武
豊
町
消
防
団
第
１
南
分
団
詰
所
の

移
転
計
画
が
表
明
さ
れ
る
と
、
多
く
の

住
民
か
ら
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

詰
所
の
移
転
先
は
適
切
か

団
員
が
多
く
在
住
・
在
勤
し
て
い

る
地
域
か
ら
建
設
予
定
地
ま
で
の

距
離
が
遠
く
な
る
が
、
火
災
出
動
へ
の

影
響
は
な
い
の
か
。

消
防
力
の
分
散
化
を
バ
ラ
ン

ス
良
く
図
っ
た
こ
と
で
、
分

団
同
士
が
カ
バ
ー
し
合
え
る
た
め
、
支

障
は
な
い
。

消
防
団
と
支
署
は
業
務
が
違
う

が
、
消
防
力
の
分
散
を
考
え
る
な

ら
、
消
防
団
詰
所
の
位
置
で
、
人
口
を

勘
案
し
て
位
置
を
決
め
た
ほ
う
が
良
い

の
で
は
な
い
か
。

今
回
の
移
転
先
は
、
近
隣
住

民
の
日
常
生
活
に
皆
さ
ん
の

支
障
を
き
た
さ
な
い
場
所
で
あ
る
こ
と

な
ど
を
十
分
考
慮
し
て
、
総
合
的
に
判

断
し
た
。

移
転
計
画
を
進
め
る
に
あ
た
り

広
く
住
民
に
周
知
し
理
解
し
て
い

た
だ
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
見
解
は
。

移
転
計
画
の
進
捗
状
況
に
合

わ
せ
て
、
町
広
報
誌
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、周
知
に
努
め
る
。

こ
れ
ま
で
に
終
え
た
説
明
の
み
な

ら
ず
、
最
低
で
も
第
１
南
分
団
の

エ
リ
ア
の
住
民
へ
は
、
し
っ
か
り
説
明

し
、
理
解
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
る
が
、
見
解
は
。

地
域
よ
り
個
別
に
移
転
計
画

に
関
す
る
説
明
の
要
望
を
頂

い
た
場
合
に
は
、
当
該
地
域
の
皆
さ
ん

に
説
明
す
る
機
会
を
設
け
た
い
。

9

トピックス

Q

Q

QQ

Q

Q A

A

AA

A

A

会派代表　　町政への質問

トピックス
●消防団とは
地域に住んでいる人や働いている人が「自分たちのまちを、自分たちで守りたい」という思いのもとに集まり構成された、
市町村の消防機関です。

Q 

移
転
計
画
へ
の
理
解
を

Ａ 

説
明
す
る
機
会
を
設
け
た
い

Q 
保
育
園
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
は
い
つ
か
ら

Ａ 
令
和
４
年
度
中
に
試
用
開
始

政
和
ク
ラ
ブ　

石
川　
義
治

み
ら
い　

櫻
井　
雅
美

総

総総

総

福 福

▲現第一南分団詰所
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地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
支
援
を

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
減
退
し
た
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
支
援
を
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

現
在
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
進
み
、
こ
の
先
、
日
常

生
活
を
取
り
戻
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る

中
、
令
和
４
年
度
に
つ
い
て
は
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
、
活
動
を
再

開
す
る
重
要
な
時
期
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
令
和
４
年
度
予

算
編
成
に
お
い
て
「
地
域
の
絆
」
を
取

り
戻
す
た
め
の
「
絆
予
算
」
を
、
計
上

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

「
絆
予
算
」
の
具
体
的
な
内
容
は
。

現
時
点
に
お
い
て
は
、
具
体

的
な
内
容
を
例
示
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
今
年
度
実
施
し
た
各

区
へ
の
委
託
料
と
子
ど
も
会
へ
の
補
助

の
拡
充
に
つ
い
て
は
、
継
続
を
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
新
た
に
、
こ
れ

ら
の
施
策
と
は
別
に
、
地
域
の
皆
さ
ん

が
主
体
と
な
っ
て
、
以
前
の
地
域
に
お

け
る
組
織
力
を
取
り
戻
し
て
い
た
だ
く

き
っ
か
け
と
な
る
事
業
が
展
開
で
き
る

予
算
の
計
上
を
考
え
て
い
る
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
済
証
の
紛
失
相
談
を

頂
戴
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
重
要
性

に
鑑
み
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
に
限
ら
ず
、
感
染
症
か
ら
身
を
守

る
た
め
、
多
く
の
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を

記
録
し
、
正
し
く
接
種
を
受
け
る
こ
と

で
、
感
染
症
対
策
は
よ
り
厚
み
あ
る
も

の
に
な
る
と
考
え
る
。
お
薬
手
帳
同
様

に
「
ワ
ク
チ
ン
手
帳
」
の
周
知
に
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ(

持
続
可
能
な
開
発
目
標)

は
、
発
展
途
上
国
も
先
進
国
も
取
り
組

む
普
遍
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
５
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

を
実
現
し
よ
う
」
を
考
え
ま
す
。　

制
服
を
規
定
す
る
理
由
は

中
学
校
の
生
徒
手
帳
に
男
子
は
、

冬
は
学
生
服
に
ズ
ボ
ン
、
夏
は
カ

ッ
タ
ー
シ
ャ
ツ
に
ズ
ボ
ン
。
女
子
は
、

冬
は
濃
紺
の
セ
ー
ラ
ー
服
と
ス
カ
ー

ト
、
夏
は
半
そ
で
セ
ー
ラ
ー
服
と
ス

カ
ー
ト
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
靴
下
、
ベ
ル
ト
、
制
服
の

下
に
着
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
落
ち
着

い
た
色
の
も
の
を
着
用
す
る
よ
う
な

ど
、
細
か
く
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
細
か
く
規
定
し
て
い
る
理
由
は

な
ぜ
で
す
か
。

子
ど
も
た
ち
の
学
習
活
動
に

適
し
た
安
全
面
、
機
能
面
、

お
よ
び
衛
生
面
に
配
慮
し
た
も
の
を
指

定
し
て
お
り
、
学
習
に
集
中
で
き
る
よ

う
、
華
美
な
服
装
を
避
け
た
規
定
と
し

て
い
ま
す
。

共
有
で
き
る
制
服
の
導
入
を

中
学
生
の
制
服
を
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
」
の
観
点
か
ら
、
男
女
共
有

で
き
る
も
の
に
変
更
す
る
考
え
は
あ
り

ま
す
か
。

制
服
の
変
更
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
、
保
護
者
の
意
向
お

よ
び
近
隣
市
町
の
動
向
を
参
考
に
慎
重

に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

QQ AA

Q

Q

A

A

トピックス
●ジェンダーとは
日本語では「社会的性差」ともいわれます。つまり、「男らしい」「女らしい」という社会的なイメージや、

「家事は女性がやるもの」といった社会的な役割分担のことをさします。

　　総務部　　健康福祉部　　建設部
　　企画部　　生活経済部　　教育部
総 福 建
企 経 教

町政への質問　　会派代表

Q 

中
学
生
男
女
共
用
制
服
に
変
更
を

Ａ 

子
ど
も
の
声
を
配
慮
し
検
討

Q 

コ
ロ
ナ
禍
の
住
民
生
活
へ
支
援
は

Ａ 
地
域
の
た
め
「
絆
予
算
」
を
計
上

日
本
共
産
党
議
員
団　

梶
田　
進

公
明
党
議
員
団　

鳥
居　
美
和

町長 町長

教

教

　▲富貴中学校の生徒手帳
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感
染
拡
大
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
も
あ
り
、
家
庭
環
境

が
変
化
し
て
い
る
。
子
育
て
家
庭
が
相

談
し
や
す
い
体
制
を
構
築
し
、
子
育
て

が
孤
立
化
し
な
い
よ
う
な
環
境
づ
く
り

が
重
要
で
あ
る
。

本
町
に
お
け
る
虐
待
防
止
の
取
り

組
み
状
況
は
。

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で

の
相
談
や
支
援
に
応
じ
ら
れ

る
よ
う
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
し
て
い
る
。
新
た
な
取

り
組
み
と
し
て
、
自
宅
か
ら
相
談
が
可

能
と
な
る「
オ
ン
ラ
イ
ン
子
育
て
相
談
」

を
開
始
し
た
。
ま
た
、
子

育
て
に
関
す
る
団
体
が
集

い
、
活
動
状
況
を
共
有
す

る
な
ど
、
本
町
の
子
育
て

支
援
の
あ
り
方
を
様
々
な

角
度
か
ら
話
し
合
う
場
と

し
て
「
た
け
と
よ
子
育
て

つ
な
が
る
サ
ロ
ン
」
を
開

設
し
、
地
域
の
力
に
よ
る

体
制
づ
く
り
を
始
め
た
。

な
お
、
令
和
４
年
度
か
ら

は
「
子
ど
も
家
庭
総
合
支

援
拠
点
」
の
設
置
を
予
定
し
て
い
る
。

「
要
保
護
児
童
等
に
関
す
る
全
国

情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
」
の
内
容
お

よ
び
予
定
は
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
各
自
治

体
で
子
ど
も
の
住
所
・
氏
名

・
生
年
月
日
・
家
族
の
状
況
な
ど
を
記

録
し
た
児
童
記
録
票
を
、
専
用
の
全
国

共
通
サ
ー
バ
ー
で
一
元
的
に
管
理
す
る

も
の
で
あ
る
。
市
町
村
間
や
児
童
相
談

所
と
の
迅
速
か
つ
正
確
な
情
報
共
有
を

行
う
た
め
、
全
国
統
一
で
あ
る
こ
の
シ

ス
テ
ム
を
令
和
４
年
度
中
の
導
入
に
向

け
て
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
近
年
、
地
球
温
暖
化
に
よ
り
今
ま
で

に
な
い
自
然
災
害
が
多
発
し
、
世
界
規

模
で
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
動
き

が
活
発
と
な
っ
た
。
町
に
も
対
策
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
施

計
画
は
。

令
和
３
年
２
月
、
住
民
・
地

域
・
企
業
・
行
政
が
一
体
と

な
り
２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素

排
出
量
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
宣
言
し
た
。
２
０
３
０
年
を

中
間
目
標
と
し
た
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
を
今
年
度
中
に
策
定
し
、
削
減

目
標
40
％
以
上
と
設
定
す
る
予
定
。

今
す
ぐ
に
で
き
る

取
組
み
は
。

町
民
に
は
、
節

電
・
車
な
ど
移

動
手
段
の
工
夫
・
家
庭
ご

み
を
減
ら
す
な
ど
。
事
業

所
に
お
い
て
は
、
再
生
紙

の
使
用
・
ご
み
分
別
な

ど
。
行
政
は
、
脱
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
・
節
電
・
ご
み
分

別
な
ど
６
つ
の
取
り
組
み
を
本
町
職
員

お
よ
び
議
員
の
行
動
指
針
と
し
て
示

し
、
目
標
達
成
に
向
け
行
動
す
る
。

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
ゼ
ロ
が
目
標
だ
が
、

進
捗
率
、達
成
率
の
フ
ォ
ロ
ー
は
。

地
球
温
暖
化
対
策
法
に
基
づ

い
た
排
出
量
、
環
境
省
が
毎

年
公
表
し
て
い
る
排
出
量
を
引
用
し
て

積
み
上
げ
て
算
出
す
る
。

　
ま
た
、
毎
年
施
策
評
価
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
に
よ
る
結
果
に
基
づ
き
次
年
度
以
降

の
方
針
を
立
て
、
計
画
・
実
行
・
結
果

の
フ
ォ
ロ
ー
を
繰
り
返
し
、
目
標
達
成

に
向
け
実
施
す
る
。

Q

Q

A

A

トピックス
●カーボンニュートラルとは
二酸化炭素をはじめとする温室効果ガスの人為的な発生源による排出量と、植林・森林管理などによる吸収量を差し引いて、合計を実質的
にゼロにするという意味です。

Q

Q

Q A

A

A Q 

脱
炭
素
社
会
の
取
り
組
み
姿
勢
は

Ａ 

で
き
る
事
か
ら
即
実
施
す
る

Q 
児
童
虐
待
防
止
対
策
は

Ａ 
新
た
な
体
制
づ
く
り
を
図
る

み
ら
い　

久
野　
勇

み
ら
い　

森
田　
義
弘

個人質問　　町政への質問

町長

町長

福

経

経
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再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
地
球
温

暖
化
抑
制
の
た
め
に
有
効
で
あ
る
が
、

ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
、
安

全
に
活
用
し
、
安
心
し
て
そ
の
恩
恵
を

受
け
、
共
存
す
る
こ
と
の
で
き
る
本
町

に
す
る
た
め
に
、
以
下
質
問
す
る
。

条
例
制
定
に
向
け
調
査
研
究
は

近
年
は
予
想
も
付
か
な
い
よ
う
な

大
雨
が
降
る
こ
と
も
少
な
く
な

い
。
雨
水
は
標
高
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら

低
い
と
こ
ろ
へ
流
れ
て
行
く
。
本
町
の

内
陸
部
で
伐
採
を
伴
う
太
陽
光
発
電
な

ど
の
設
置
は
、 

河
川
の
下
流
域
や
海
岸

に
近
い
低
地
に
住
ん
で
い
る
住
民
は
、

大
変
不
安
を
感
じ
て
い
る
。
災
害
が
起

き
て
か
ら
で
は
手
遅
れ
で
あ
る
た
め
、

太
陽
光
発
電
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
の
施
設
設
置
を
規
制
し
、
安

心
し
て
共
存
で
き
る
よ
う
な
条
例
制
定

に
向
け
、
調
査
・
研
究
・
検
討
を
し
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

令
和
４
年
４
月
に
地
球
温
暖

化
対
策
推
進
法
の
一
部
が
改

正
さ
れ
施
行
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ

り
、
各
市
町
村
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
促
進
地
域
の
設
定
や
土
地
利
用

に
係
る
法
令
の
整
備
が
進
む
こ
と
で
、

自
然
環
境
の
保
全
と
太
陽
光
発
電
施
設

な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

と
調
和
を
図
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て

く
る
。今
後
、条
例
制
定
に
向
け
て
は
、

先
進
自
治
体
の
取
り
組
み
を
参
考
に
調

査
研
究
を
す
る
。

　
住
民
に
と
っ
て
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
さ
れ
る
施
設
運
営
を
。

屋
内
温
水
プ
ー
ル
の
特
徴
は
何

か
。

特
徴
と
し
て
大
き
く
７
点
。

①
健
康
づ
く
り
、
体
力
づ
く
り
に
利
用

で
き
る

②
小
学
校
の
水
泳
授
業
を
１
カ
所
に
ま

と
め
、
実
施
で
き
る

③
町
民
の
交
流
の
場

④
環
境
に
や
さ
し
い
施
設

⑤
災
害
時
に
対
応
で
き
る

⑥
町
民
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

⑦
隣
接
す
る
施
設
と
の
相
乗
効
果
が
狙

え
る

以
上
の
特
徴
が
あ
る
。

指
定
管
理
者
（
運
営
事
業
者
）
の

チ
ェ
ッ
ク
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の

か
。

施
設
の
利
用
者
数
、
収
入
状

況
、
実
施
し
た
事
業
内
容
を

確
認
す
る
と
同
時
に
、
現
地
巡
回
や
業

務
監
視
な
ど
を
実
施
し
、
業
務
の
遂
行

状
況
を
確
認
す
る
。
ま
た
、
役
場
各
課

で
構
成
し
て
い
る
維
持
管
理
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
お
い
て
指
定
管
理
者
の
チ
ェ
ッ

ク
を
行
い
、
検
証
し
て
い
く
。

長
期
に
わ
た
る
契
約
だ
が
、
社
会

情
勢
の
変
化
へ
の
対
応
は
。

15
年
と
い
う
契
約
期
間
内
に

は
、
様
々
な
社
会
情
勢
の
変

化
が
見
込
ま
れ
る
。
状
況
を
注
視
し
、

利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
低
下
に

つ
な
が
ら
な
い
よ
う
に
努
め
る
。

　
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
に
利
用
さ
れ

る
施
設
と
な
る
よ
う
、
住
民
要
望
や
社

会
情
勢
の
変
化
に
適
切
な
対
応
を
。

QA

A

A

A Q

Q

Q

町政への質問　　個人質問

トピックス
●指定管理者とは
地方公共団体が、公の施設の管理を行わせるために、期間を定めて指定する団体のこと。 　　総務部　　健康福祉部　　建設部

　　企画部　　生活経済部　　教育部
総 福 建
企 経 教

Q 

屋
内
温
水
プ
ー
ル
の
特
徴
は

Ａ 

多
く
の
町
民
に
利
用
さ
れ
る
施
設

Q 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
共
存
を

Ａ 
条
例
制
定
の
調
査
研
究
を
す
る

政
和
ク
ラ
ブ　

南　
賢
治

み
ら
い　

福
本　
貴
久

▲上空から見た 12 月２日建設中の温水プール

町長

町長教

教
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イ
ギ
リ
ス　
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
開
催
さ

れ
た
国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第
26

回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
）
の
主
要

議
題
は
、
地
球
の
温
暖
化
を
食
い
止
め

る
た
め
の
脱
石
炭
の
各
国
の
取
り
組
み

で
あ
っ
た
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

本
年
２
月
２
日
に
宣
言
し
た
意
義

に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
い
。

２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化

炭
素
排
出
量
の
実
質
ゼ
ロ
を

目
指
す
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
へ
の
挑

戦
を
表
明
し
た
。
現
在
、
策
定
委
員
会

を
設
置
し
「
武
豊
町
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
」
を
策
定
中
で
あ
る
。
こ
の

計
画
を
基
に
、
温
室
ガ
ス
排
出
抑
制
に

む
け
た
対
策
を
推
進
し
て
い
く
。

公
共
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電
設
備

や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
切
り
替
え
の
今
後

の
方
針
は
。太

陽
光
発
電
は
現
時
点
で
５

施
設
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
は
対
象

30
施
設
の
う
ち
中
山
保
育
園
と
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
で
完
了
し
て
い
る
。
今
後

は
、
既
存
施
設
に
つ
い
て
も
設
置
が
可

能
か
調
査
を
し
、
新
規
・
改
修
施
設
に

つ
い
て
も
国
の
支
援
制
度
を
注
視
し
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入
を

進
め
て
い
く
。

Ｚ
Ｅ
Ｈ
（
ゼ
ッ
チ
：
ネ
ッ
ト
・
ゼ

ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ハ
ウ
ス
）
と

い
わ
れ
る
民
間
住
宅
は
住
宅
・
建
物
の

省
エ
ネ
化
、
環
境
性
能
が
高
い
住
宅
と

し
て
人
気
を
集
め
て
い
る
。
本
町
と
し

て
の
関
わ
り
が
必
要
で
は
。

「
武
豊
町
住
宅
用
地
球
温
暖

化
対
策
設
備
設
置
費
補
助
金

制
度
」
に
よ
り
、
県
と
協
力
を
し
補
助

を
行
っ
て
い
く
。

　
ひ
き
こ
も
り
支
援
の
ゴ
ー
ル
は
、
決

し
て
社
会
復
帰
の
就
労
で
は
な
く
、
心

が
折
れ
そ
う
に
な
っ
た
り
、
仕
事
が
続

か
な
か
っ
た
り
し
た
時
に
、
い
つ
で
も

戻
れ
る
居
場
所
が
あ
る
こ
と
で
は
な
い

か
。

ひ
き
こ
も
り
の
実
態
調
査
は
行
っ

た
か
。実

態
調
査
は
、
現
在
も
実
施

に
い
た
っ
て
な
い
が
、
社
会

福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て
い
る
相
談
事

業
や
、
居
場
所
づ
く
り
事
業
に
お
い

て
、
実
態
把
握
に
努
め
て
い
る
。

「
こ
こ
ち
ゃ
ん
サ
ポ
ー
ト
相
談
」

の
相
談
件
数
と
主
な
内
容
は
。

令
和
２
年
度
は
67
件
、
10
代

は
学
校
生
活
や
家
庭
環
境
、

20
代
は
生
活
習
慣
と
就
労
、
30
代
以
上

は
生
活
習
慣
に
起
因
す
る
も
の
が
多

い
。

相
談
に
来
た
方
は
「
朴
の
会
」
の

活
動
を
知
っ
て
い
る
か
。

「
朴
の
会
」
は
、
ひ
き
こ
も

り
が
ち
な
方
が
社
会
と
の
繋

が
り
の
き
っ
か
け
に
す
る
「
居
場
所
」

と
、
そ
の
ご
家
族
の
相
談
に
乗
る
「
家

族
会
」
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
が
、

認
知
度
は
高
く
な
い
状
況
。

「
こ
こ
ち
ゃ
ん
サ
ポ
ー
ト
相
談
」

「
朴
の
会
」
の
活
動
を
今
ま
で
以

上
に
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
。

今
後
も
継
続
し
て
周
知
し
て

い
く
。

個人質問　　町政への質問

Q

QQQ

Q

Q

Q A

AAA

A

A

A

トピックス
●ここちゃんサポート相談
ひきこもり・不登校について専門相談員がお答えします。
日時：毎月第2・第4火曜日（祝日は休み）　申込み：武豊町社会福祉協議会　TEL：0569－73－3104

Q 

ひ
き
こ
も
り
に
更
な
る
支
援
を

Ａ 

必
要
な
支
援
体
制
整
備
を
進
め
る

Q 
町
温
暖
化
対
策
の
取
り
組
み
は

Ａ 
現
在　
実
行
計
画
を
策
定
中

き
ず
な　

鈴
木　
一
也

　

本
村　
強

▲居場所が開催される砂川会館

町長

経

経

教教教

教

▲ 2030 年までには新築戸建ての
6 割を太陽光発電設置目標
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町政への質問　　個人質問

子
ど
も
や
若
い
世
代
に
も
利
用
し

や
す
い
運
行
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
お
考
え
で
す
か
。

令
和
４
年
度
に
、
青
ル
ー
ト

バ
ス
を
電
動
バ
ス
に
更
新
す

る
。
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
電
動
バ
ス

を
体
感
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
利
用
し
た
生
活
ス
タ

イ
ル
の
定
着
や
、
環
境
に
優
し
い
生
活

へ
の
一
助
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

遠
方
の
小
学
生
の
通
学
に
利
用
で

き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

現
時
点
に
お
い
て
は
、
考
え

て
お
り
ま
せ
ん
。

接
続
タ
ク
シ
ー
を
使
い
や
す
く
！

交
通
空
白
地
域
の
タ
ク
シ
ー
停
留

所
を
、
家
か
ら
バ
ス
停
留
所
に
し

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

議
員
の
提
言
を
含
め
、
現
行

の
接
続
タ
ク
シ
ー
が
よ
り
使

い
や
す
く
な
る
方
策
に
つ
い
て
「
生
活

の
足
を
考
え
る
会
」
と
連
携
し
「
地
域

公
共
交
通
会
議
」
に
諮
り
な
が
ら
、
さ

ら
な
る
検
討
を
進
め
て
参
り
た
い
。

福
祉
施
策
と
し
て
家
か
ら
公
共
施

設
・
病
院
・
ス
ー
パ
ー
な
ど
を
限

定
し
て
送
迎
す
る
予
約
制
デ
マ
ン
ド
型

タ
ク
シ
ー
導
入
の
考
え
は
。

福
祉
課
で
は
、
高
齢
者
に
対

し
て
、
配
食
や
ゴ
ミ
出
し
な

ど
の
生
活
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
決
め
ら
れ
た
等
級
の
障
害
者
手
帳

を
所
持
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
の
申
請
に

よ
っ
て
、
路
線
バ
ス
ま
た
は
タ
ク
シ
ー

チ
ケ
ッ
ト
を
交
付
し
て
い
る
。
予
約
制

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
導
入
は
考
え
て
い

な
い
。

　
平
和
首
長
会
議
は
「
核
兵
器
の
な
い

世
界
の
実
現
」「
安
全
で
活
力
あ
る
都

市
の
実
現
」「
平
和
文
化
の
振
興
」
の

三
つ
を
掲
げ
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
て
い

ま
す
。

署
名
推
進
に
支
援
を

本
町
は
「
非
核
・
平
和
都
市
宣
言
」

を
し
て
い
ま
す
が
「
核
兵
器
禁

止
条
約
」
の
早
期
締
結
を
求
め
る
署
名

活
動
を
支
援
す
る
考
え
は
あ
り
ま
す

か
。

本
町
は
「
非
核
・
平
和
都
市

宣
言
」
に
お
い
て
う
た
っ
て

い
る
と
お
り
、
核
兵
器
廃
絶
に
よ
る
恒

久
平
和
と
戦
争
の
な
い
社
会
の
実
現
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　
条
約
の
締
結
に
関
す
る
こ
と
は
、
憲

法
の
定
め
に
よ
り
、
国
の
事
務
と
さ
れ

て
お
り
、
署
名
活
動
を
支
援
す
る
予
定

は
あ
り
ま
せ
ん
。

戦
争
記
憶
を
次
世
代
に

戦
後
76
年
が
経
過
し
、
戦
争
体
験

者
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、

戦
争
の
記
憶
を
次
世
代
に
継
承
す
る
た

め
の
取
り
組
み
が
必
要
と
思
い
ま
す

が
、
そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

本
町
が
次
世
代
継
承
と
し

て
、
行
っ
て
い
る
事
業
と
し

て
、
広
島
・
長
崎
の
原
爆
パ
ネ
ル
展
を

開
催
し
て
い
ま
す
。　

QQQ

Q

AAA

A

Q 

町
民
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
バ
ス
に

Ａ 
生
活
の
足
を
考
え
る
会
と
検
討

公
明
党
議
員
団　

甲
斐
百
合
子

トピックス
●デマンド型乗合タクシーとは
バスが持つ乗合による低価格と、タクシーが持つドア・ツー・ドアによる送迎の利便性という特徴を
ミックスさせた、市区町村が運営する公共交通機関のこと。

　　総務部　　健康福祉部　　建設部
　　企画部　　生活経済部　　教育部
総 福 建
企 経 教

A

A Q

Q

Q 

核
兵
器
禁
止
条
約
署
名
に
支
援
を

Ａ 

支
援
す
る
予
定
は
な
い

日
本
共
産
党
議
員
団　

野
田　
佳
延

町長総総

福

総

総

▲役場に設置されている啓発看板
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災害時行動マニュアルの策定

ICTプロジェクトチーム発足

　

昨
年
12
月
１
日
付
で
、
万
が

一
、
こ
の
地
域
に
大
規
模
災
害
が

発
生
し
た
場
合
で
も
、
適
切
な
議

員
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
災
害
時
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

策
定
し
ま
し
た
。

　
大
規
模
災
害
発
生
時
の
議
員
の

安
否
確
認
方
法
や
初
動
対
応
、
初

動
期
経
過
後
の
議
会
が
通
常
機
能

を
回
復
す
る
ま
で
の
行
動
な
ど
の

ほ
か
、
議
会
か
ら
町
の
災
害
対
策

本
部
へ
の
情
報
提
供
な
ど
を
明
示

し
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
災
害
発
生
後
の
円
滑
な
議
会
活

動
の
難
し
さ
は
、
こ
れ
ま
で
に
被

災
地
の
議
会
対
応
を
調
査
研
究
し

て
き
た
す
べ
て
の
議
員
が
認
識
し

て
お
り
、
今
回
、
行
動
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
定
め
た
こ
と
で
、
全
議
員
が

共
通
し
た
行
動
を
と
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

は
、
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
く
安

否
確
認
訓
練
か
ら
開
始
し
、
災
害

下
に
お
い
て
も
住
民
の
期
待
に
応

え
る
議
会
活
動
が
行
え
る
よ
う
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

結
成

　
令
和
３
年
12
月
10
日
に
第
一
回

議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会

議
を
開
催
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な

ど
の
導
入
に
よ
る
議
会
の
ペ
ー
パ

ー
レ
ス
化
と
情
報
共
有
化
、
コ
ロ

ナ
禍
で
導
入
が
進
ん
で
い
る
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
な
ど
、
情
報
端
末
機

器
を
活
用
し
た
議
員
活
動
拡
大
の

可
能
性
も
含
め
て
議
論
を
開
始
し

ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
正
副
議
長
の
ほ

か
、
各
会
派
か
ら
の
選
出
議
員
と

無
会
派
の
議
員
で
構
成
。
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
に
は
甲
斐
百
合

子
、
副
リ
ー
ダ
ー
に
は
鈴
木
一
也

を
選
出
し
ま
し
た
。

目
標

　
本
町
で
昨
年
２
月
に
「
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
を
表
明
し

ま
し
た
。
住
民
・
地
域
・
企
業
・

行
政
・
議
会
が
一
体
と
な
っ
て
二

酸
化
炭
素
排
出
削
減
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
議
会
で
配
布
さ

れ
る
議
案
書
や
説
明
資
料
、
各
種

計
画
書
の
冊
子
な
ど
、
年
間

数
万
枚
に
お
よ
ぶ
紙
の
削
減

を
目
的
と
し
て
進
め
て
い
き

ま
す
。

　
そ
の
取
り
組
み
の
１
つ
と

し
て
、
近
隣
市
町
議
会
で
も

採
用
が
進
ん
で
い
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

課
題

　
議
員
間
や
行
政
と
の
情
報

共
有
の
方
法
、出
産
や
育
児
、

介
護
な
ど
の
理
由
に
よ
る
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
な
ど
に

つ
い
て
、
協
議
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

展
望

　
情
報
化
社
会
が
飛
躍
的
に
進
行

す
る
な
か
で
、
武
豊
町
議
会
が
情

報
化
の
波
に
乗
り
遅
れ
る
こ
と
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
共
有
し

議
会
活
動
に
活
用
し
ま
す
。
よ
り

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
と
な
る
よ
う

に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
で
議
論
し

て
い
き
ま
す
。

▲議会のペーパーレス化を示す行動指針
　（P11 に全文掲載画像）

▲武豊町と町議会共同でゼロカーボンシティ行動指針を発表
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N
o.178

2022年
2月

1日
発

行
愛

知
県

武
豊

町
議

会
令

和
3年

12月
定

例
会

発
行

／
愛

知
県

武
豊

町
議

会
　

編
集

／
議

会
だ

よ
り

特
別

委
員

会
住

所
／

〒
470-2392 愛

知
県

知
多

郡
武

豊
町

字
長

尾
山

2番
地

電
話

／（
0569）72-1111　

FAX／（
0569）72-1671

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

／
http://w

w
w

.tow
n.taketoyo.lg.jp/

印
刷

／
誠

進
社

〒470-2392 武豊町字長尾山２番地
(0569)72-1111（内線208）
gikai@town.taketoyo.lg.jp

※応募に当たっては、必ず、住所、氏名、連絡先(電話・メールアドレス)を
記入してください。掲載時は、ご希望によりイニシャル表示とします。
また、写真・ご意見とも掲載時に編集することがあります。

「議会だより たけとよ」が
掲載されています。

【マチイロ】

地方自治体広報誌アプリ

編 集 後 記
　コロナ禍のお正月は、いかがでしたか？家族や親
戚には会えましたか？まだまだ油断できない状況で
すが「今年はきっと良くなるぞー！」と、希望を持っ
て明るくスタートしたいですね。スタート、と言え
ば間もなく冬季オリンピックが開催されます。昨年
の東京オリンピックでは過去最多のメダル獲得で私
もテレビの画面にくぎ付けになって応援しました。
今回の北京大会も日本の活躍が楽しみです。この

「議会だより」も皆さまへの応援記事が満載です。
皆さまのご意見、ご感想が私たちの励みになりま
す。応援よろしくお願いします。

次回定例会日程(予定)

ご意見を募集
　みなさまからの議会に関するさまざまなご意見を募集
しています。応募は、手紙・電話・メールで。

　本会議の傍聴は、住所・氏名・年齢、新型コロナウイ
ルス感染症対策のための電話番号を申出書に記入してい
ただきます。検温・消毒を行った上マスクを着用し、ど
なたでも傍聴ができます。
　しかし、次の方は傍聴ができません。
１、酒気を帯びている人。　
２、人に危害を加える恐れのあるものを所持する人。　
３、旗・プラカードなどを持ち、気勢を示す恐れのある人。

議会傍聴

一般質問の放送予定
ケーブルテレビ（ＣＣＮＣ）
3月12日(土)・26日(土)
午前9時から

見
や

す
く

て
よ

み
ま

ち
が

い
に

く
い

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

フ
ォ

ン
ト

を
採

用
し

て
い

ま
す

。  ２月21日（月）  請願・陳述提出期限
 ３月１日（火） 9時 開会
 ２ 日（水） 9時 一般質問
 ３ 日（木） 9時 一般質問
 11日（金） 9時 議案質疑
 14日（月） 9時 総務企画委員会
 15日（火） 9時 文教厚生委員会
 16日（水） 9時 建設経済委員会
 18日（金）14時 採決

　
武
豊
町
在
住
、
半
田
市
出
身
、
半
田

中
学
校
、
半
田
高
校
、
名
古
屋
大
学
、

ブ
ラ
ザ
ー
工
業
設
計
部
門
。
は
や
ぶ
さ

に
心
を
奪
わ
れ
、
早
期
退
職
。
星
が
好

き
で
高
校
、
大
学
、
社
会
人
と
な
っ
て

も
星
の
活
動
を
し
て
き
た
。

で
あ
い
：
協
働
の
町
づ
く
り
に
参
加

　
ゆ
め
た
ろ
う
プ
ラ
ザ
の
建
設
時
、
市

民
活
動
に
参
画
し
よ
う
と
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
に
参
加
。
完
成
後
は
サ
イ
エ
ン

ス
と
芸
術
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
活
動
を
広

げ
る
活
動
に
参
加
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
た
け
と
よ

の
立
ち
上
げ
に
も
参
加
し
、
サ
イ
エ
ン

ス
担
当
の
理
事
と
し
て
10
年
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ

た
け
と
よ
の
活
動
が
い
ち
ば
ん
基
礎
と

な
っ
て
い
る
。

も
っ
た
い
な
い
：
初
代
は
や
ぶ
さ
模
型

誕
生

　
10
年
前
、
初
代
は
や
ぶ
さ
の
カ
プ
セ

ル
展
で
活
動
。
み
ん
な
で
は
や
ぶ
さ
の

模
型
作
り
を
行
い
、
良
い
も
の
が
で
き

た
の
で
、
武
豊
の
中
だ
け
で
使
う
の
は

も
っ
た
い
な
い
と
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
で

き
る
よ
う
設
計
変
更
し
、
武
豊
で
展
示

以
降
、
何
カ
所
か
で
行
っ
た
。

　
模
型
は
実
物
モ
デ
ル
で
、
展
示
す
る

と
き
は
「
武
豊
モ
デ
ル
」
と
し
て
発
信

し
て
い
る
。

み
ら
い
：
は
や
ぶ
さ
展
示
に
向
け
て

　

２
月
に
輝
き
ホ
ー
ル
で
、
は
や
ぶ
さ

模
型
の
展
示
が
あ
る
の
で
、
実
物
大
の

模
型
を
約
９
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
吊
っ

て
、
最
後
の
タ
ッ
チ
ダ
ウ
ン
の
す
ご
さ

を
お
見
せ
し
た
い
。

　
武
豊
で
成
功
さ
せ
、
は
や
ぶ
さ
を
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
す
る
時
は
、
リ
ア
ル
に
再

現
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

は
や
ぶ
さ
の
次
は

　
火
星
衛
星
の
調
査
を
行
う
Ｍ
Ｍ
Ｘ
と

い
う
計
画
が
あ
っ
て
、
当
然
そ
れ
も
模

型
を
作
り
、
全
国
展
開
す
る
こ
と
を
考

え
て
い
る
。

間
ま
瀬
せ
	康
やす
文
ふみ
さん

「武豊とわたし」というテーマで町民にインタビュー　Vol.7 

＜はやぶさ模型に夢のせて＞リアルが見る人の感動を呼ぶ

【お気に入りの一枚】

▲札幌会場での搬入作業後の「やれやれ」

議会だより177号（令和3年10月15日発行）の掲載内容に誤りがありました。
　６ページ　主な採決結果　表中　　誤：　下水道事業特別会計
　　　　　　　　　　　　　　　　　正：　下水道事業会計
　ご迷惑をおかけしましたことをお詫びするとともに、訂正させていただきます。


